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２００９年５月１4日

報道関係者各位

樹脂成形部品の残留応力評価技術の開発について
ポリプラスチックス株式会社

ポリプラスチックス株式会社 (社長:後藤  昇、本社:東京都港区) は、このたび成形品の故障原因となる「樹脂成形部品の残留応力」について検討し、簡便かつ定量性のある残留応力測定手法を開発しました。また、この手法を活用し、荷重下での成形品内層部の応力分布解析の可能性を見出しました。
1． 背景
結晶性樹脂は、射出成形時に溶融した樹脂の固化収縮が大きく、内部にはすでに固まった外部を引っ張る力が残ります。これが残留応力となります。この残留応力は、時間を経るごとに部品形状の変形や応力集中部での破壊の原因となります。そのため、残留応力を事前に把握することは成形品の不良を未然に防ぐために非常に重要でした。しかし、結晶性樹脂では残留応力が不均一に発生するため、いままで簡便かつ定量性のある残留応力測定手法は確立されていませんでした。
2． 概要

このたび当社では金属評価にて適応実績のある”Hole-Drilling Method (HDM)”の応用を検討し、樹脂特有の不均一な残留応力の評価を逐次算出法によって達成しました。
　HDMは微細な歪みゲージを貼り付け、その中心部をドリルで穴を開け穴の形状の変化により、開放された応力を算出する方法です。当社は測定方法と条件を精査した結果、幅広い応力範囲において定量的な評価を可能としました。特に表層近傍の残留応力を評価することにより、樹脂成形部品の様々な故障解析に活用できることを見出し、精密な測定方法と解析方法（逐次算出法）により表層近傍から内層への残留応力分布を評価する方法を開発しました。
この方法は、残留応力の評価手法のみならず、荷重下での樹脂部品内層部の応力を評価することができます。

3． 今後の展開

　近年、樹脂部品は組み立て加工技術の進歩により、複雑化、軽量化、小スペース化が進んでいます。そのため部品品質の管理とともに、二次加工（溶着、ビス止め、スナップフィット等）による樹脂部品への負荷を正確に評価することが求められています。

今回開発した評価技術は、樹脂成形部品の形状設計、成形加工、故障解析など製品メーカーの幅広い分野において、当社の製品とともに活用できるものと期待しています。
【当件に関するお問い合わせ】

■ポリプラスチックス株式会社　総務部　伊庭野

東京都港区港南　2-18-1

Tel: 03-6711-8600   Fax: 03-6711-8606
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